
　「自分にできることがあればと思い始めたのがきっかけです」と
優しい笑顔で話す高野修さんは、東月寒地区で活動する福祉除雪協
力員です。協力員とは社会福祉協議会が行う除雪事業のボランティ
アで、高野さんは ５年以上活動を続けているベテラン。使い慣れた
自前の道具で、高齢者世帯の玄関先の除雪をしますが、作業が 1時
間以上に及ぶときもあるなど、相当な体力が必要です。それでも「雪
の日は、担当している家がどうなっているか気になり、真っ先に駆
け付けます。その方が安心だし、自分の家は後でゆっくり除雪でき
ますから」と頼もしい言葉が返ってきます。

　「やはり吹雪の日などは大変ですが、体を動かすことが昔から好きなので、除雪作業は趣味のようなものです。若い
ころは農作業をしたりマラソンをしていたので、体力には自信があるんですよ」と元気に答える高野さん。協力員の活
動のほかに、庭の剪

せん

定
てい

や冬囲いの仕事をしたり、ごみ拾い活動などをしています。できる仕事を率先して行う姿は、ま
ったく年齢を感じさせません。
　「無理せずに自分に合った仕事をしているだけです。それが結果的に誰かの役に立っていれば、何よりうれしい。こ
れからも福祉除雪協力員を続けていきたい」と生き生きと話します。しかし、年を重ねるにつれ、除雪作業は大きな負

担になってきます。現在、豊平区で活動する協力員は、５0代以上が中心。「除雪は、スコップさ
えあれば気軽にできるボランティア。今後は若い人にも参加してほしいです。除雪のこつは、手
を付けたところから順番に地道に作業すること。いつでも教えますよ」と温かい言葉で答える高
野さんの活動は、今年の冬も続きます。

　少しでも誰かの役に立てればうれしいです

背景：羊ヶ丘展望台から望む雪景色
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とよひら元気印（第19回）
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 さん（70）
福祉除雪協力員　豊平区月寒東在住

豊平区ホームページ
「夢ひらく花ひらくとよひらく」
　http://www.city.sapporo.jp/toyohira/
豊平区広報番組「豊平インフォメーション」
  ＦＭアップル76.5ＭＨz
   毎週木曜日午前 ９ 時30分～

毎月14日は
とよひらの日

人　口　209,319人� ( －  16）
　男　　 97,912人� ( －  87）
　女　　111,407人�  ( ＋ � 71）
世帯数　103,458世帯� ( ＋ � 15）
（11月 1 日現在。( )内は前月比）
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豊平　� 2007ー●12 ー広報さっぽろ


